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やってみっべ活動支援補助金で
やってみました！

　中山町「やってみっべ」活動支援補助金は、公益活動を行う団体の成長・発展を支援するため、平成
２６年度に創設されました。中山町地域コミュニティ活性化促進委員会で、事業計画書などの審査会を経
て、平成２８年度は８団体が採択され事業を実施し、補助総額は１４１万９，０００円となりました。今回は、昨
年度の採択団体の実施内容についてご紹介するとともに、平成２９年度の採択状況をお知らせします。

　柳沢を中心とした地域づくり事業を行
いました。人の集まる場を作り、地域の
よいところや住む人が自慢できるものを
紹介する活動を通じて、コミュニティ全
体としての自信につながっています。

　親子で参加でき
る料理教室や季節
ごとの郷土料理の
料理講座の開催を
通して、食事と健
康の結びつきの大
切さや、故郷の食
文化を広く伝える
活動を行いました。

　豊田小学校の桜並木のライトアッ
プを行い、たくさんの町内外の人の
目を楽しませてくれました。中山町
の桜のビュースポットとして定着し
ています。また、売店を設置して、
イベントとして、にぎやかさを生み
出しました。

　中央公民館を会場にして、広
く町内から参加者を募り、健康
体操の普及を行う活動をしてい
ます。２８年度の活動回数は５９回、
延べ１，２４９名の参加がありまし
た。月に１度ある運動後の茶話
会も情報交換の場となり、身体
と心の健康づくりに寄与しまし
た。

　町の花である
ひまわりを利用
し、町のＰＲに
結び付けるため
ひまわり染めを
通した活動を行
いました。一般
の方から体験し
てもらうこと
で、仲間の輪も
広げました。

柳
やん
沢
くさ
もりあげ隊

中山町「お箸の会」

グループ６６２

中山町シニアサロン「まじゃらっしゃい」

ひまわり風呂敷倶楽部

２月の柳沢雪ま
つり

笹巻づくりの講
習会

大盛況だった売
店

ビデオを見なが
らの運動

ひまわり染めの
体験会

採択８団体の平成２８年度の実績

ホップ

ジャンプ！ ステップ

ホップ

❶年目

ステッ
プ

❷年目
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　「やってみっべ活動支援補助金」では、助成を
受けた１年目の事業を「ホップ」、２年目を「ステッ
プ」、３年目を「ジャンプ」と表現し、活動が大
きく飛躍していくことも補助金の交付目的のひと
つとしています。

　子どもたちのために、自然の
かぶと虫にじかに触れ合える場
所を提供し、観察や体験を通し
て、感動を味わってもらおうと
活動しました。産卵場を設置し、
幼虫を採取して子どもたちに提
供したほか、かぶと虫ハウスに

　ひまわり温泉ゆ・ら・らや総合体育館などの施設周
辺に花の植栽とプランターの設置を行いました。美
しいまちづくりを実践するとともに、町を訪れる人
に見事に咲いた花々を見ていただくことで、中山町
のイメージアップにつながりました。

　柏倉九左衛門家門前の畑一面に、紅花を植栽しました。
紅花を基軸として、「紅花まつり」を開催するなど、人々
が集うさまざまなイベントを行い、柏倉家周辺に、鮮や
かな彩りの景観とにぎわいを生み出しました。紅花の花
びらを使った、羊羹の商品開発も行い、新たな町のお土
産として定着しています。
　また、学童写生会や花摘み体験などを通じて、地域の
子どもたちと自然や歴史に触れ合う機会を設け、交流の
輪を広げる活動を行いました。

　平成２９年度については、６団体
が採択され、申請額は、全体で、
１５０万円となっています。
　各団体には、事業採択の年数によっ
て決められた補助金上限額の範囲で、
審査によって認められた事業対象経
費に対する補助金が町から交付され
ます。
　それぞれの活動については、お知
らせ版で参加者を募集したり、広報
なかやまでご紹介して、活動を盛り
上げていく予定です。興味のある活
動に、出かけてみてはいかがですか。

中山町かぶと虫ふれあいクラブ

いずみＦの会

中山紅花保存会

２９年度の採択状況

子どもたちに

大人気スポット
となった

会の皆さんが、

汗を流して花を
植栽

世代間の交流も
生まれた

紅花摘み体験

団　体　名 補助金種別 活動内容

マ ル イ シ 工 作 室 ホップ
地域の人を講師にした、「まちあそびワー
クショップ＠中山町～マチと出会う・よみ
とく・つくりだす」を企画する。

「好きです、中山」
フ ァ ン ク ラ ブ ホップ

町の花「ひまわり」いっぱい運動と、長崎
駅の活性化を目標に、地域の交流と活性化
の実現を目指す。

ひまわり風呂敷倶楽部 ステップ 町の花「ひまわり」を利用した物産品開発
を行い、町のＰＲをする。

柳 沢 も り あ げ 隊 ステップ
少子高齢化が進む中、地元への愛着を深め
「健康で明るく暮らせる自分たちの居場所」
を作ることを目的に、地元を知る活動や、
世代間交流イベントなどを企画・実施する。

グ ル ー プ ６６２ ジャンプ
豊田小学校の桜並木のライトアップを実施
する。これに合わせて売店を設置し盛り上
げるとともに、町外にも町のＰＲをする。

中山町シニアサロン
「まじゃらっしゃい」 ジャンプ

町民の健康増進と介護予防活動を図ること
を目的に、介護予防体操教室や、健康相談
会、交流会などを開催する。

ジャン
プ

❸年目

は大勢の子どもた
ちを呼んで、かぶと虫と
触れ合ってもらいました。
かぶと虫での町のＰＲに
一役買いました。
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トロフィーを手渡した笹川スポーツ財団の中島
常務理事は、「チャレンジデーの取り組みが、生
き生きとした健康のまちづくりの役に立つよう
に願っています」と、コメントしてくれました

永井会長を座長に進められた会議

委嘱状の交付を受ける地域福祉推進員

輝く新人賞のトロフィー

中山町地域福祉推進員が配置されました

多方面からのご意見を期待

チャレンジデーアワード授与式

柏倉家住宅保存・利活用検討会議

　今年５月３１日に当町が初めて参加した「チャレンジデー」
では、町民の皆さんの取り組みにより参加率５３．７％となり、
対戦相手の北広島町に勝利しました。この参加率が、チャ
レンジデー初参加の自治体の中での最高参加率だったため、
見事「新人賞」の受賞となりました。
　７月２５日に、トロフィーの授与式があり、佐藤町長は「昼
間人口が少ない中、すばらしい参加率だったと思う。一過
性のイベントに終わらせず、健康寿命を町ぐるみで伸ばす
ような取り組みを継続していきたい」とあいさつしました。

　柏倉家住宅を今後どのように保存し利活用を図ってい
くべきかについて、さまざまな分野の専門的見地からご
意見をいただき、町の活用方針の作成に役立てていくた
め、「柏倉家住宅保存・利活用検討会議」が設置され、
７月１２日に、第１回目の会議が開催されました。

柏倉家住宅保存・利活用検討会議委員（敬称略）

　地域福祉推進員は、平成２７年度に町が策定した「中山町地域福祉
計画」に基づき、今年度から各地区に配置されるもので、高齢者や
障がい者、子育て世代などの支援を必要とする人たちへの声がけや
見守りなど、区長、民生児童委員と連携しながら活動を行います。
　７月２２日には、各地区の区長から推薦された２５名が、秋葉中山町
社会福祉協議会会長から委嘱状の交付を受けました。まだ配置のな
い地区には、区長からの推薦を受けて順次配置していく予定です。

所属・職名 氏　名
山形大学工学部　教授 永井　康雄
山形大学人文社会科学部　教授 岩田浩太郎
公益社団法人山形県観光物産協会　専務理事 佐藤　嘉髙
現代工芸作家 青木　邦明
有限会社匠名建築事務所　代表 名和　邦二
株式会社本間利雄設計事務所 照井　洋悦
白鷹町文化交流センターAYu:M（あゆーむ）館長 橋本　淳一

　冒頭に、佐藤町長から委員の皆さんに委嘱状が交付された後、会長に永井委員、副会長に柴崎委員
が選出されました。
　会議では、今後の推進体制を確認し、山形県指定有形文化財の柏倉九左衛門家住宅、中山町指定有
形文化財の柏倉惣右衛門家住宅、および周辺環境の一体的な保存と利活用について意見調整し、平成
３０年度前期までに「柏倉家住宅保存・利活用基本計画」を策定することにしています。

所属・職名 氏　名
中山町文化財保護審議会委員 横尾　尚壽
中山町観光協会　会長 小松　幸弘
黒塀のまちなみ保存活用協議会　会長 柴崎　弘美
ＮＰＯ法人柏倉家文化村　事務局 飯野　桂子
山形県教育庁文化財・生涯学習課　課長補佐 真壁　浩子
山形県村山総合支庁総務企画部総務課連携支援室　室長 髙橋　　徹
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７月２２日には、第４回目の活動として、柏倉九左衛門家
の前の畑で紅花摘み体験を行いました。紅花に初めて触
る子も多く、チクチクする感触に戸惑いながらも、熱心
に摘み取りをしていました

７月２４日の陸上教室は、走ることを重点にしていた

トランポリンの上で身体を自由に動かしてみる（スポーツ教室）

地域の方々の協力で
週末の活動拠点を確保
「放課後子ども教室」がスタート

多様なスポーツを体験し
運動能力を伸ばそう
スポーツ教室と陸上教室を開講

　町内のいろいろな方を講師にお願いして、町の子
どもたちにさまざまな体験をしてもらうことにより、
子どもたちの社会性や自立心を育もうと「中山町放
課後子ども教室」事業が、スタートしました。
　昨年度まで、平日の学校から帰ってきた児童を対
象に中山子ども園で行っていたものを、今年度から
週末のイベント活動を中心としたものに変更して、
教育課が主体となって実施するものです。
　６月の開講式から３月の閉講式まで、登録した５２
名の児童が、吹矢などのスポーツやしめ縄作り、アー
ト教室などの２０回の活動をすることになっています。

　小さい時からいろいろな身体の動きを体験し、運
動神経を鍛え運動好きな子どもを育てようと、小学
１年生から３年生を対象にした「小学生スポーツ教
室」と、走る・跳ぶ・投げるの基本を経験し、眠っ
ている能力を引き出そうと小学４年生から６年生を
対象にした「小学生陸上教室」が７月から開催され
ています。
　専門の指導者と、山形大学陸上部から学生のアシ
スタントを招き、楽しく活動することになっています。

　今年４月から、地域コーディ
ネーターとして、「放課後子ども
教室」を担当しています。地域の
方々と協力して、子どもたちの週
末の活動が充実したものになるよ
う、サポートしていきますのでよ
ろしくお願いします。

中山町地域コーディネーター
西堀　潤子さん（桜町）

　今年４月から、スポーツ推進
コーディネーターとして、小学生
のスポーツ教室などのスポーツ事
業を担当しています。運動が好き
な子が増え、基礎的能力がアップ
するよう、一緒に楽しくやってい
きたいと思っています。

中山町スポーツ推進コーディネーター
長谷川良和さん（山辺町）

教育委員会教育課の新たな事業をご紹介します
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1町立図書館ほんわ館では、自分たちで企画した展示コーナーを制作しました。「本が好きなので、とても楽しくやれました。
先輩が出ていた昨年の『広報なかやま』を見て、職業体験に興味深々でした」と話してくれました。

　中山中学校の２年生が、７月４日から６日の３日間にわたり、職場
体験学習を行いました。これは、生徒が実際の社会で働くことを体験
することで、働くことへの理解を深め、将来の進路を選択するのに必
要な「職業観」を育んでもらうことを目的に、学校教育の一環で行わ
れているものです。
　２年生１００人の生徒が、受け入れにご協力いただいた町内外の企業
や事業所に１～３名ずつ「配属」され、それぞれの職場で実際に仕事
を体験しました。職場の方たちやお客さんとの関わりの中で、学校の
中では体験できない貴重な経験ができたようです。「広報なかやま」
で取材したほんの一部を写真でご紹介します。

山形農業協同組合北部営農センター豊田集荷場、中山町振興公社ひまわり館、株式会社山形セルトップ、
ベーカリーてぃあら（安田製パン）、髙橋祥悦さん（農業）、修ちゃんラーメン寒河江店、渡辺農園、そば処
あおば、三和缶詰株式会社、和風レストランむら熊、小松建設株式会社、中山町子育て支援センター、石
川建設産業株式会社、秋葉医院パワーランド、青山建設株式会社中山公園事業部、中山ひまわり荘、株式
会社加藤製作所、ケアステージおれんじ長崎、山形農業協同組合ひまわり支店、中山町立なかやま保育園、
セブン·イレブン中山あおば店、中山町立図書館ほんわ館、コメリハードアンドグリーン中山店、豊田小
学校、株式会社原本店（ライズ内）、長崎小学校、峯田電器株式会社長崎店、かいわ６３４０理容店、株式会社
ヤマザワ中山店、ＮＰＯ法人中山総合スポーツクラブ、黒沼畜産株式会社（ライズ内）、山形銀行長崎支店、
ローソン中山町長崎店、最上堰土地改良区、花みずき、最上川中部水道企業団、セブン·イレブン寒河江
島店、長崎郵便局、セブン·イレブン中山小塩店、中山町役場、中山町情報物産館� （順不同）

職場体験に協力していただいた事業所

中学生の可能性は

ここから、何を得た？

無限

１
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2ライズ内の株式会社原本店では、婦人服と傘に黙々と値札をつけていました。その手つきは、すでにプロ級。3黒沼畜産
株式会社に配属された２人は、自分たちでパック詰めした肉を陳列棚に並べていました。「お店の皆さんから、親切に教え
てもらって、肉のパック詰めも上手くできるようになりました」　4最上堰土地改良区では、排水路などを示した図面を確
認中。「この図面は、自分たちで作りました。これから現場確認に行ってきます」　5山形農業協同組合北部営農センターの
集荷場では農家の方が運んできたプラムに等級のハンコを押していました。「職場の方々がとてもやさしいです」

6かいわ６３４０理容店では、お客さんの肩をもんであげていました。「肩もみの他には、ポスター作りや店の掃除をさせても
らいました。お客さんに、気持ちいいと言ってもらえてうれしいです」　7役場で花壇の草取りをしていた３人。「備蓄倉庫
の整理や農地のパトロール、イベントの準備、啓発チラシの配布など仕事の範囲が広くて驚きました。『広報なかやま』を作っ
てみたかったです」とコメントをいただきました。

中山中２年生が 職場体験
実社会で働くことを学んだ３日間

24

35
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ひまわり広場

全国かぶと虫相撲大会
　子どもたちの歓声が湧く

　「全国かぶと虫相撲大会」が７月１７日に開催され、県内外から
約４００名のちびっこ親方とその家族を含めた、約１，５００名が町総合
体育館に来場しました。３８４名が参加したトーナメント戦ではか
ぶと虫力士の頂点を目指そうと、ちびっこ親方も応援している家
族の方も、思わず力が入る戦いが繰り広げられ、会場では大きな
歓声が上がっていました。

（写真上）大会キャラクターのかぶくんは子ども
たちの人気者（写真左）周りの声援を受けて、横
綱目指して戦う力士と親方

試合は、制限時間終了時に、土俵の
上にいる方が勝者となります

　全国の虫好きの子どもたちから絶大な支持を得ているこ
のイベントは、町の夏の恒例行事として定着し、今年で第
２７回を数えます。今年最強横綱になったのは、小学１年生
の川添翔太郎くん（山形市）のかぶと虫、しこ名は「よう
た山」です。勝負の世界は厳しいものですが、訪れた皆さ
ん全員が楽しんだイベントとなりました。

　中山町の花「ひまわり」の季節が到来しました。庭先や
畑で、町民の皆さんが植えてくださったぱっと目を引く明
るい黄色の花が目に留まります。たくさん植えてくださり
ありがとうございます。今年は、町内で咲いたひまわりの
写真を皆さんから募集して、町公式ホームページに掲載す
る予定です。詳しくは８月１日号の「お知らせ版」をご覧
になり、どんどんご応募くださいね。お待ちしています。

中山町の元気のシンボルです

町の花ひまわり 今年もきれいに咲いてます
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谷
観
音
堂
拝
殿
に
祀
ら
れ
て

あ
る
木
造
聖し
ょ
う
か
ん
ぜ
お
ん
ぞ
う

観
世
音
像
は
、
像
高

６０
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
寄よ
せ
木ぎ

造
り
で
、
首
は
割
込
み
方
式
で
、

両
腕
は
内う
ち

刳ぐ
り

が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
両
足
首
は
差
し
込
み
様
式
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
両
腕
は
肘
で

曲
げ
、
少
し
前
に
出
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
作
柄
か
ら
後
補
の

も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
臂ひ

釧せ
ん
を
つ
け
、
左
肩
か
ら
右

腕
下
に
垂
ら
し
た
条
じ
ょ
う

帛は
く

を
か
け
た

だ
け
の
上
半
身
裸
形
と
な
っ
て
い

ま
す
。
像
の
頭
部
は
体
部
に
比
べ

て
大
き
め
で
、
割
込
み
式
と
合
わ

せ
て
み
て
、
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ

で
す
。
面
相
は
長
顔
で
、
眉
は
吊

り
上
が
り
、
目
は
深
く
閉
じ
上

瞼ま
ぶ
たは

広
く
厚
ぼ
っ
た
く
、
鼻
は
大

き
く
鉤
形
、
小
鼻
は
大
き
く
開
い

て
い
ま
す
。

　

口
唇
は
、
や
や
突
出
し
「
へ
」

の
字
に
結
び
、
下
顎あ
ご

も
前
に
出
て

い
ま
す
。
額
は
広
く
、
眉
間
に
つ

い
て
い
た
白
び
ゃ
く
毫ご
う
は
抜
け
落
ち
て
い

ま
す
。
髪
の
生
え
際
は
不
揃
い
で

は
あ
り
ま
す
が
丁
寧
に
梳す

き
あ
げ

ら
れ
、
髷ま
げ

を
高
く
結
ん
で
、
そ
の

前
半
を
削
り
落
と
し
、
蓮
座
の
化け

仏ぶ
つ
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

　
頭
部
と
上
半
身
、
印
相
の
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
宝
髪
や
頭
頂
の

化
仏
を
み
る
と
聖
観
世
音
立
像
と

す
べ
き
仏
像
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
仏
像
の
作
者
は

不
詳
で
す
が
、
地
方
の
作
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
し
、
時
代
考
証
で
は

室
町
末
期
の
も
の
と
判
断
さ
れ
て

い
ま
す
。

　【
用
語
の
説
明
】

内
刳
：
木
像
の
内
部
を
空
洞
に
す

る
技
法

臂
釧
：
腕
に
着
け
る
装
身
具
の
こ

と白
毫
：
仏
・
菩
薩
の
眉
間
中
央
に

生
え
て
い
る
毛
の
こ
と
で
、
右
巻

き
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
丸
い
粒

状
に
見
え
る
も
の

化
仏
：
本
地
仏
（
仏
・
菩
薩
が
人

を
救
う
た
め
に
神
の
姿
と
な
っ
て

現
れ
た
垂す
い

迹じ
ゃ
く

神
に
対
し
て
、
そ

の
本
来
の
仏
・
菩
薩
の
こ
と
）
を

示
す
た
め
に
仏
像
の
頭
部
な
ど
に

置
か
れ
た
小
型
の
仏
の
こ
と

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
１０
章
第
１
節　
庶
民
と
信
仰

今から２１年前…１９９６年（平成８年）

芋
煮
会
の
発
祥
の
地
と
芋
棒
煮

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
機
運
盛
り
上
げ

Time Slip
vol.31
　
懐
か
し
い
話
題
を
以
前
の
「
広
報
な
か
や
ま
」
か
ら

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
す
る「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」

の
コ
ー
ナ
ー
、
久
し
ぶ
り
の
掲
載
で
す
。
今
回
は
、
２１

年
前
の
平
成
８
年
１０
月
号
か
ら
、「
芋
煮
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
の
記
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
年
の
９
月
、「
第
１５
回
中
山
あ
ゆ
ま
つ
り
」
の

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
芋
煮
会
の
ル
ー
ツ
を

探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
商
工
会
青
年
部
と
婦
人
部

（
当
時
の
名
称
）
が
主
催
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
、

最
上
川
の
舟
運
が
盛
ん
な
頃
、

船
頭
が
長
崎
に
あ
る
松
の
枝
に

鍋
を
か
け
、
棒
た
ら
と
里
芋
を

煮
て
食
べ
た
の
が
芋
煮
会
の
は

じ
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
、「
い
も
ぼ
う
」
で
有

名
な
京
都
の
「
平
野
家
本
店
」

の
ご
主
人
北
村
氏
は
、
北
前
船

が
結
ぶ
京
都
と
当
町
の
歴
史
な

ど
を
紐
解
き
、「
当
町
が
芋
煮

会
発
祥
の
地
で
あ
る
」
と
高
ら

か
に
宣
言
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
時
か
ら
Ｐ
Ｒ
が
始
ま
っ

た
「
芋
煮
会
発
祥
の
地
な
か
や

ま
」
と
い
う
言
葉
も
す
っ
か
り

定
着
し
、「
芋
棒
煮
」
も
よ
り

洗
練
さ
れ
て
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
２１
年
と
い
う
歳
月
が
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
や
名
物
を
育
て
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

この年の４月２日から翌年の４月１日までに生まれた方々が、
今年８月1５日に町で成人式を迎えます。
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ひまわり広場

広
　
告

的確に標的を倒し、訓練の成果を発揮
（ポンプ車の部）

雨に打たれながらも、見事な操法を行った
（小型ポンプの部）

朝早くから一斉清掃により、町内の河川は快適な環境となった

雨の中、訓練の成果を披露　消防団　消防操法大会

きれいな川で住みよいふるさとに　地域の皆さん、総出で美しく

　消防団による消防操法大会が７月２３日に、最上川河川敷
テニスコートで行われました。この大会は、消防活動の基
本である消防操法のより的確な動作と技術の向上を図り、
日ごろの訓練の成果を発表することで火災発生時における
消防体制を充実強化することを目的として開催されている
ものです。
　大会には、訓練を積み重ねてきた町消防団のすべての部
隊が参加し、ポンプ車の部には４部、小型ポンプ車の部に
は８部が出場しました。　
　あいにくの雨の中でしたが、団員たちは大きな掛け声で
きびきびとした操法を披露し、日々の厳しい訓練の成果を
発揮していました。
　結果は次のとおりです。

　河川に対する愛護意識を高め、美しく快適な環境づくり
をしようと、「きれいな川で住みよいふるさと運動」が今
年も行われました。
　この運動は、昭和５２年から実施され今年で４１年目を迎え、
長い間、地域の協力を得て継続しています。
　実施日の７月２日の早朝には、大勢の町民の方々がそれ
ぞれの地域の河川や水路等に集まり、清掃等が行われまし
た。皆さんのご協力、誠にありがとうございました。

大
会
結
果

▪ポンプ車の部
　優　勝：第５分団第１部　準優勝：第２分団第２部
▪小型ポンプの部
　優　勝：第１分団第１部　準優勝：第２分団第１部
　敢闘賞：第１分団第２部
▪総合優勝
　優　勝：第５分団第１部
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広報なかやま 月 日号 掲載広告

 
  
 
 
 
  
  
  

  
  
   
  

 
 

 
 
 
 
 
 

今月の休館日 ： ８月２１日（月）

広
　
告

まちの人口
（７月末現在）

人　口 人１１，４９７ （前月比ー１１人）

（男５，６２５人、女５，８７２人）

世帯数 世帯３，６４３ （前月比＋5世帯）

人の動き
（７月届出分）

出生5人　転入１８人

死亡１２人　転出２２人

パフォーマンス部門では、思い思いの衣装で自己アピール

色とりどりのボートで、４．２㎞コースを争ったタイムレース

風を感じて、最上川を漕ぐ
最上川ゴムボート川下り大会
　最上川をゴムボートで下り、タイムやパフォー
マンスを競う、「最上川フェスタ２０１７ 第１７回最上
川ゴムボート川下り大会」が、７月９日に開催さ
れました。これは、中山町と寒河江市、大江町で
構成している「最上川活用地域活性化推進協議会」
が主催したものです。
　スタート地点の大江町ふれあい会館下から、タ
イムレース部門とパフォーマンス部門に分かれ、
スピードやアイデアを競い合いながら、多くの参
加者が当町の最上川せせらぎ公園を目指し、川下
りを満喫していました。
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お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

№1287

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

生
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

　
家
庭
の
生
ご
み
を
肥
料
に
す
る
た
め
に
畑

へ
放
置
し
て
い
る
こ
と
で
悪
臭
や
ハ
エ
等
の

害
虫
が
発
生
し
、
迷
惑
し
て
い
る
と
い
う
苦

情
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
分
の
家
は
大
丈
夫

と
思
っ
て
も
、
も
う
一
度
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

●�

生
ご
み
は
、
水
を
切
っ
て
燃
え
る
ご
み
の

日
に
出
す
。

●�

生
ご
み
を
肥
料
に
す
る
場
合
は
コ
ン
ポ
ス

ト
等
を
使
用
す
る
。

●�

生
ご
み
を
畑
に
放
置
す
る
場
合
は
土
等
を

か
け
る
な
ど
し
て
臭
い
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
す
る
。

※�

な
お
、
町
で
は
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
（
町
の
補

助
金
が
あ
り
ま
す
）。

ヒ
ア
リ
に
注
意
！

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ�

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

　
山
形
県
み
ど
り
自
然
課

�

☎
６
３
０
‐
３
０
８
４

　
ヒ
ア
リ
は
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
６
月
以
降
、
国
内

で
相
次
い
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ヒ
ア
リ
の
よ

う
な
ア
リ
を
見
つ
け
た
ら
、
速
や
か
に
住
民

税
務
課
住
民
Ｇ
ま
た
は
、
山
形
県
み
ど
り
自

然
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ヒ
ア
リ
の
特
徴

①�

赤
茶
色
で
ツ
ヤ
の
あ
る
小
型
の
ア
リ
。
腹

部
は
濃
く
黒
っ
ぽ
い
赤
色
。
尻
に
は
毒
針
。

②�

体
長
２
．
5
㎜
～
６
㎜
の
大
き
さ
の
異
な

る
ア
リ
が
行
列
を
作
る
。

③�

大
き
な
ア
リ
塚
を
作
る
。
※
日
本
の
ア
リ

は
、
大
き
な
ア
リ
塚
を
作
ら
な
い
。

●
刺
さ
れ
た
場
合
の
対
処
方
法

取
り
壊
し
建
物
の　
　
　
　

　
届
出
を
お
忘
れ
な
く

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　
固
定
資
産
税
の
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
に

つ
い
て
、
平
成
29
年
中
に
取
り
壊
し
た
建
物

の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
お
早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
（
届
出
が
な
い
と
翌
年
度
も
課
税
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）。
用
紙
は
住
民
税
務
課
、

ま
た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

●
持
ち
物　
印
か
ん

限
度
額
適
用
認
定
証
の　
　

　
　
　
　
　
更
新
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

�

　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
お
り
、
現
在
「
限
度
額
適

用
（
標
準
負
担
額
減
額
）
認
定
証
」（
医
療

費
が
高
額
に
な
る
場
合
で
も
、
支
払
い
が
各

医
療
機
関
単
位
で
月
の
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
る
認
定
証
）
を
お
持
ち
の
方
で
、
８

月
以
降
も
高
額
な
医
療
を
受
診
す
る
予
定
の

あ
る
方
は
、
８
月
中
に
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
規
交
付
の
受
付
は
、

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
認
定
日
は
原
則
と
し

て
申
請
し
た
月
の
初
日
で
す
。

※
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
認
定
証
が

　
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
交
付
対
象
（
国
民
健
康
保
険
）

　
▼
70
歳
未
満
の
方

　
▼�

70
～
74
歳
で
あ
り
、
世
帯
主
と
国
民
健

康
保
険
加
入
者
全
員
が
町
県
民
税
非
課

税
の
方

●
交
付
対
象
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

　
▼
町
県
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
方

●
必
要
な
も
の

　
▼
交
付
を
受
け
る
方
の
「
被
保
険
者
証
」

　
▼�

現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
（
標
準

負
担
額
減
額
）
認
定
証
」

　
▼
世
帯
主
の
印
か
ん

　
▼
世
帯
主
・
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

�

患
部
に
は
触
れ
ず
、
安
静
に
し
て
、
急
激

な
容
態
の
変
化
が
あ
れ
ば
、
ア
リ
に
刺
さ

れ
た
旨
を
伝
え
て
病
院
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
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固
定
資
産
税
の　
　
　
　
　

　
減
額
措
置
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　
次
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
固
定
資

産
税
の
減
額
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
、
工
事
完
了
後
３
か
月

以
内
に
関
係
書
類
を
添
え
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
耐
震
改
修
・
省
エ
ネ
改
修
は
、

基
準
に
適
合
し
た
こ
と
の
証
明
書
が
必
要
で

す
）。
手
続
き
の
詳
し
い
内
容
・
申
請
書
の

用
紙
等
は
、
住
民
税
務
課
に
準
備
し
て
あ
る

ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
住
宅
の
耐
震
改
修
】

●�

対
象
住
宅　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅

●�

改
修
内
容　
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し

た
、
改
修
工
事
費
用
が
50
万
円
を
超
え
る

改
修

●�

減
額
内
容　
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
額　

（
１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
）

の
１
／
２
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
】

●�

対
象
住
宅　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住

す
る
、
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上
を

経
過
し
た
、
改
修
後
の
床
面
積
が
50
㎡
以

上
の
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

　

�

①
65
歳
以
上
の
方　
②
要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方　
③
障

が
い
の
あ
る
方

●�

改
修
内
容　
次
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
で
、
補
助
金
を
除
く
自
己
負
担
額
が

50
万
円
を
超
え
る
改
修

　

�

①
廊
下
の
拡
幅　
②
階
段
の
勾
配
の
緩
和

③
浴
室
の
改
良　
④
ト
イ
レ
の
改
修　
⑤

手
す
り
の
取
り
付
け　
⑥
床
の
段
差
の
解

消　
⑦
引
戸
へ
の
取
替
え　
⑧
床
表
面
の

滑
り
止
め
化

●�
減
額
内
容　
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
額　

（
1
戸
当
た
り
１
０
０
㎡
相
当
分
ま
で
）

の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
】

●�

対
象
住
宅　
平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
、
改
修
後
の
床
面
積
が
50
㎡

以
上
の
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

●�

改
修
内
容　
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合

し
た
、
次
の
う
ち
①
の
窓
の
断
熱
改
修
工

事
を
含
む
、
工
事
費
が
50
万
円
を
超
え
る

改
修　
①
窓
の
断
熱
改
修
工
事　
②
床
の

断
熱
改
修
工
事　
③
天
井
の
断
熱
改
修
工

事　
④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

●�

減
額
内
容　
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
額　

（
1
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
）

の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

カードの四隅のいずれかをめくり、浮いた保険証をはがしてください。

　現在、町の国民健康保険に加入されている方がお持ちの国保の保険証は、有効期限が「平成29年８
月３1日」となっています。９月からの新しい保険証は、８月下旬に世帯分一括で世帯主様宛に郵送し
ますので、保険証が届きましたら、内容をよくご確認ください。
　平成３0年４月からの国保制度の見返しに合わせ、保険証が高齢者受給証と一体化となるため新しい
保険証の有効期限は、次の方を除き、平成３0年７月３1日となります。
　・平成３0年７月末日までに75歳になる方
　・平成３0年７月末日までに65歳になる退職被保険者とその退職被扶養者の方
　・短期保険証、学保険証が交付される方
●保険証は個人ごとのカード式です。台紙からはがしてお使いください。

●�現在お持ちの古い保険証は、有効期限が切れた後、ハサミを入れるなどし、責任を持って処分して
ください。
●�社会保険等に加入しているにもかかわらず国民健康保険の保険証が届いた方は、国保をやめる手続
きがお済みでないと考えられますので、社会保険等の保険証、国保の保険証、世帯主の印かん、世
帯主・対象者のマイナンバーを役場１階③番窓口にお持ちになって手続きをお願いします。

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ　☎６６２‐２１１３

９月１日から国民健康保険証が切り替え更新されます
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刈払機（草刈機）の使用中の
　　　　　　　　　　事故にご注意ください！
　夏場を迎え、刈払機や草刈機を使って家庭の庭木の
手入れなどを行う機会が多くなります。刈払機には鋭
利な刈刃がついており、使用中は高速で回転するため、
慎重に扱わないと指や脚などの骨折や切断などといっ
た取り返しのつかない重篤なけがにつながる危険性が
あります。特に60歳以上の事故が半数以上になります。

　刈払機を使う際に以下の点に気をつけましょう。
１．ヘルメット、手袋など保護具を必ず装着し、事前
　　に機器の点検を行ってからにしましょう。
２．作業する前に小石や枝、硬い異物などを除去し、
　　人がいないか確認して作業しましょう。
３．刈刃に詰まった草や異物を取り除く際は、必ず機
　　器を止めてから行いましょう。
４．作業者の家族や周囲の方は、作業者が安全対策を
　　きちんと行っているか一緒に確認しましょう。

消費生活の窓口から

　
　　※ご相談・お問い合わせ先
　　　中山町消費生活相談窓口
　　　　（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２ - ２５９３
　　相談受付　役場①番窓口 月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　午前８時30分～正午、午後１時～４時

風
し
ん
抗
体
価
検
査・
予
防
接
種

費
用
助
成
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

�
☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

　
次
世
代
の
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
の

発
生
を
予
防
す
る
た
め
に
、
要
件
を
満
た
す

方
に
対
し
て
風
し
ん
抗
体
価
検
査
・
予
防
接

種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
事
前
に
町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

●
助
成
対
象
者

▼
風
し
ん
抗
体
価
検
査

申
請
日
・
検
査
日
に
お
い
て
中
山
町
に
住

民
票
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。
た
だ
し
、
過
去
に
妊
婦
健
診
等
で

風
し
ん
抗
体
価
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
方
、
風
し
ん
に
罹
患
し
た
方
お
よ
び
風

し
ん
に
係
る
予
防
接
種
を
２
回
実
施
し
た

方
を
除
き
ま
す
。

①�

妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
22
～
50
歳
（
平
成

29
年
4
月
1
日
時
点
）
の
女
性
（
妊
娠
中

の
方
お
よ
び
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ

る
方
を
除
く
。）

②�

妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
22
～
50
歳
（
平
成

29
年
4
月
1
日
時
点
）
の
女
性
（
た
だ
し
、

抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
抗
体
換
算
で
16
を
超
え
る

方
、
過
去
に
風
し
ん
に
罹
患
し
た
方
及
び

予
防
接
種
を
2
回
実
施
し
た
方
を
除
く
。）

の
夫
お
よ
び
同
居
家
族

③�

妊
婦
（
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
抗
体
換
算
で
16
以

下
で
あ
る
方
ま
た
は
妊
婦
健
診
結
果
判
明

前
の
方
に
限
る
。）
の
夫
お
よ
び
同
居
家

族
▼
風
し
ん
予
防
接
種

接
種
日
に
お
い
て
中
山
町
に
住
民
票
が
あ

り
、
上
記
抗
体
価
検
査
を
受
け
て
低
抗
体

価
で
あ
っ
た
方
。

●
助
成
額

風
し
ん
抗
体
価
検
査
：
全
額
、
風
し
ん
予

防
接
種
：
５
０
０
０
円

●
申
請
方
法

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ
へ
申
請
し
、

受
診
券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●�

持
ち
物　
印
か
ん
、
助
成
を
受
け
る
方
本

人
の
母
子
手
帳
、
お
子
さ
ん
が
い
る
方
は

お
子
さ
ん
の
母
子
手
帳
に
加
え
て
、
上
記

②
の
方
は
妻
ま
た
は
同
居
す
る
女
性
の
母

子
手
帳
、
上
記
③
の
方
は
胎
児
の
母
子
手

帳
●
申
請
期
間

　
平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

●
受
診
期
間

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

●
医
療
機
関

秋
葉
医
院
、
安
藤
内
科
医
院
、
中
山
診
療

所
、
服
部
内
科
胃
腸
科
医
院

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

西
郷
兄
弟
と
中
山
町
と
の
縁ゆ
か
り

�

パ
ネ
ル
展
の
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

　
平
成
３0
年
が
明
治
１
５
０
年
の
節
目
を
向

か
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

ご郷
ど
ん
」

が
放
送
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
西
郷
隆
盛
・

従
道
兄
弟
と
中
山
町
の
時
空
を
越
え
た
縁
を

町
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、
８
月
３1
日
ま
で

町
立
図
書
館
「
ほ
ん
わ
館
」
で
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

公共下水道受益者負担金� 第１期

納期限　８月31日（木）
今 月 の 納 税 等

※�公共下水道受益者負担金に関する
お問い合わせ

　建設課下水道Ｇ
� 　☎６６２‐２１１５（直通）
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※お問い合わせ先　
　長小祭2017実行委員長
　　多田　直晶　☎ 090-2986-2948
　長小ＰＴＡ会長
　　渡辺　明　　☎ 090-9745-4864

●日時　８月26日（土）
　　　　午後１時～５時30分
●場所　長崎小学校グラウンド
　　　　（雨天時は長崎小学校体育館）
●内容　長崎小願い柱、エコバザー、屋台など楽し
　　　　いイベントがいっぱいです。エンディング
　　　　は恒例の火文字＆ナイヤガラ花火です。
◆学校には駐車できませんので、当日は徒歩か自転
　車でお越しください。

長小祭 2017第14回

毎年恒例の長小祭を、今年も開催します。
皆さんのお越しをお待ちしております。

ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【8月15日～ 9月14日（8/1現在）】

●全６コースのうち、上記のコースが大会などで独占し
　て使用されますので、一般の使用ができません。
●独占使用の申請受付は使用日の１か月前で終了します。
　 　※ご予約・お問い合わせ先
　　 総合体育館　☎６６２ - ２３００

期　日 使用コース 時　間　帯
 ８/18（金）
８/27（日）

９/７（木）
９/９（土）

９/13（水）

   Ｃコース

Ｆコース
Ａ・Ｂコース

8:00 ～ 17:00

13:30 ～ 15:30

Ａ・Ｂ・Ｃコース
９:30 ～ 11:30

Ａコース

９/10（日）

Ｃコース

Ｃ・Ｄコース 15:00 ～ 18:30
Ｄ・Ｅ・Ｆコース ７:00 ～ 14:00

９/６（水） Ａコース 8:30 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00
９/11（月）
９/12（火） ８:30 ～ 12:00

８:30 ～ 12:00

【
フ
ァ
ー
ラ
市
民
企
画
講
座
】
河
川
災
害
の

現
状
ー
河
川
災
害
か
ら
身
を
守
る
術
ー

●�

日
時　
９
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

フ
ァ
ー
ラ　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
情
報

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ー
ラ

�

☎
６
４
５
‐
８
０
７
７

山
形
県
内
初
！
日
本
体
育
大
学

「
集
団
行
動
」合
宿
が
中
山
町
で

行
わ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

�

６
６
２
‐
２
２
８
９

●
期
日　
10
月
４
日
（
水
）
～
10
日
（
火
）

●
場
所　
総
合
体
育
館

　

日
本
体
育
大
学
の
「
集
団
行
動
」。
40
年

の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
の
技
を

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
全
員
が
統
一
さ
れ
た
歩
き
や
動
き
を
す
る

集
団
の
美
で
あ
り
、
難
度
の
高
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
人
々
を
魅
了
す
る
集
団
行
動
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
宿
期
間
中
は
公
開

練
習
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
無
料

で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

10
月
５
日
～
９
日
は
体
験
教
室
と
し
て
、
町

内
の
小
中
学
生
等
が
学
生
か
ら
歩
き
や
動
き

を
学
ぶ
交
流
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【�

天
童
東
村
山
地
域
史
研
究
協
議
会
「
設
立

20
周
年
記
念
公
開
講
演
会
の
開
催
に
つ
い

て
」】

　
①
中
山
町
郷
土
研
究
会　
横
尾
（
☎
６
６

　

２
‐
２
２
３
３
）　

②
９
月
３
日
（
日
）

午
後
１
時
受
付
、
１
時
30
分
開
会　
③
中

央
公
民
館　
④
柏
倉
九
左
衛
門
家
の
歴
史

に
つ
い
て
、
講
師　
山
形
大
学
人
文
社
会

科
学
部
教
授　
岩
田
浩
太
郎
氏　
⑥
無
料

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
弁
護
士
が

助
言
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
８
月
23
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分

～
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容　
財
産
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
、

家
族
問
題
な
ど

◆�

先
着
５
組
。
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

●�

場
所　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視

聴
覚
室

●�

講
師　
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
考
え

る
会　
事
務
局
長　
島
貫
徹
氏
（
元
国
土

交
通
省
職
員
）

●
定
員　
先
着
50
名

●
持
ち
物　
筆
記
用
具　

●
費
用　
無
料

●�

申
込
方
法　
電
話
で
山
形
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５
‐
８
０
７
７
）

ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

※�
詳
し
く
は
実
施
団
体
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
会
（
担
当　
近
野
氏
）
０
９
０
‐

４
５
５
０
‐
１
１
７
５
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【
名
誉
町
民
柏
倉
亮
吉
展
の
開
催
に
つ
い
て
】

　
①
中
山
町
郷
土
研
究
会
（
安
彦
☎
０
９
０

‐
７
６
６
６
‐
２
９
２
１
）　
②
９
月
１

日
（
金
）
～
15
日
（
金
）　
午
前
10
時
～

午
後
７
時　
③
中
山
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ

館
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー　
④
故
柏
倉
亮
吉

氏
の
略
歴
、
写
真
、
著
書
、
論
文
、
報
告

書
等
の
書
籍
、
調
査
時
の
写
真
お
よ
び
色

紙
の
展
示

【
日
本
赤
十
字
社
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
】

　

①
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
総
務
課

（
☎
６
４
１
‐
１
３
５
３
）　
④
募
集
職
種

…
一
般
事
務
職
お
よ
び
看
護
師
職　
⑤
一

般
事
務
職
…
若
干
名　
看
護
師
職
…
若
干

名　
⑦
募
集
要
項
な
ど
試
験
の
詳
細
は
日

本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
９
月
８
日
（
金
）

必
着

【�

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
付
き
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
に
つ
い
て
】

　
①
一
般
財
団
法
人　
山
形
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会　
（
☎
６
３
２
‐
２
２
９
６
）

　

②
10
月
１
日
～
11
月
19
日
の
各
日
曜
日

（
10
月
８
日
休
講
）　
③
株
式
会
社
セ
ラ

フ
ィ
ム　

④
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
就

職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
、
応
募
書
類
の
書
き

方
、自
己
分
析
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等
）・

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、

メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
基
礎
演

習
）　

⑤
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
、
10
名
程

度　
⑥
無
料　
⑦
９
月
19
日
（
火
）
ま
で

に
お
問
い
合
わ
せ
先
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。　
⑧
託
児
が
必
要
な
方
は
、
申
込

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
・
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

の
ご
案
内
】

　
①
中
山
町
テ
ニ
ス
協
会
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

鈴
木
勝
敏　

☎
０
９
０
‐
８
４
２
３
‐

６
４
７
７
／
硬
式
テ
ニ
ス　
鈴
木
益
夫
☎

０
９
０
‐
８
２
５
４
‐
２
２
２
８
）　
②

８
月
26
日
（
土
）
～
９
月
30
日
（
土
）
毎

週
土
曜
日
午
後
７
時
～
９
時　

③
町
民

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

⑤
小
学
３
年
生
以
上

～
大
人
の
方
、
未
経
験
者
も
歓
迎　

⑥

２
０
０
０
円
（
小
学
生
は
１
０
０
０
円
）

　
⑦
総
合
体
育
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
費
は
、
教
室
参
加
時
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。　
※
損
害
保
険
等
に
つ
い
て
は
、

各
個
人
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。　
⑧
ラ

ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
持
参

【�

時
間
外
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
お
知
ら
せ
】

　
①
や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構
（
☎
６
８
８

‐
６
５
１
１
）　
②
８
月
30
日
・
９
月
27

日
・
10
月
25
日
・
11
月
29
日
・
12
月
20
日
・

１
月
31
日
・
２
月
28
日
・
３
月
14
日
（
い

ず
れ
も
水
曜
日
）、
受
付
時
間
…
午
後
５

時
30
分
～
７
時　
③
山
形
検
診
セ
ン
タ
ー

　
④
▼
乳
が
ん
検
診
…
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
（
40
歳
代
２
方
向
、
50
歳
代
１
方

向
）、
乳
房
超
音
波
検
査
…
（
40
歳
代
・

希
望
者
）、
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
細
胞

診　
⑤
▼
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
以
上
、
▼

子
宮
頸
が
ん
検
診
…
20
歳
以
上
・
各
15

名
程
度　

⑥
▼
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
代

４
８
６
０
円
、
50
歳
代
３
２
４
０
円
、
乳

房
超
音
波
検
査
…
３
０
２
４
円　
▼
子
宮

頸
が
ん
検
診
４
３
２
０
円　
⑦
電
話
申
し

込
み　
⑧
お
仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
く
受

診
で
き
な
い
方
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
、

夕
方
受
診
を
実
施
し
ま
す
。

【�

高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
生
活
支
援
活
動

実
践
講
座
に
つ
い
て
】

　
①
県
生
涯
学
習
文
化
財
団
学
習
振
興
部
内

（
☎
６
２
５
‐
６
４
１
１
）　
②
▼
第
１
回

…
８
月
31
日
（
木
）・
９
月
１
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分　
▼
第
２
回

…
９
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時　

▼
第
３
回
…
９
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時

～
４
時　
▼
第
４
回
…
各
グ
ル
ー
プ
で
設

定
し
た
日　
▼
第
５
回
…
11
月
１
日（
水
）

午
後
１
時
～
４
時　
③
▼
第
１
回
…
遊
学

館
（
座
学
）
～
現
地
研
修
場
所
（
予
定
）

　
▼
第
２
回
…
遊
学
館
研
修
室　
▼
第
３
回

…
遊
学
館
研
修
室　

▼
第
４
回
…
各
グ

ル
ー
プ
で
設
定
し
た
会
場　
▼
第
５
回
…

遊
学
館
研
修
室　
⑤
概
ね
55
歳
以
上
で
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
居
場
所
づ
く

り
な
ど
の
生
活
支
援
活
動
を
実
践
し
た
い

方
（
定
員
３0
名
程
度
）　

⑥
無
料
（
現
地

研
修
時
の
昼
食
等
は
個
人
負
担
）　

⑦
８

月
24
日
（
木
）
ま
で
、
氏
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
受
講
動

機
を
明
記
し
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。「
支

え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
」
担
い
手
養
成
講

座
担
当
（
〒
９
９
０
‐
０
０
４
１　
山
形

市
緑
町
１
‐
２
‐
３6
、
Ｆ
Ａ
Ｘ　
６
２
５

‐
６
４
１
５　

Ｅ
メ
ー
ル　

yam
a@

gakushubu nka.jp

）

【�

第
９
回
山
形
県
立
中
央
病
院
県
民
健
康
講

話
】

　
①
山
形
県
立
中
央
病
院
医
療
連
携
・
相
談

室
（
☎
６
８
５
‐
２
６
２
６
）　
②
９
月

９
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分　
③

山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
遊
学
館
３
階

第
１
研
修
室　
④
演
題
１
「
が
ん
と
共
に

生
き
る
患
者
さ
ん
が
よ
り
よ
い
生
活
を
送

る
た
め
に
！
」、
演
題
２
「
が
ん
に
な
っ

て
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
日
～
あ
な
た
の

町
の
緩
和
ケ
ア
～
」　

⑥
無
料　

⑦
事
前

申
込
不
要
、
当
日
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。　
⑧
参
加
者
は
県
営
駐
車
場
（
文

翔
館
東
隣
）
を
最
大
４
時
間
ま
で
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。
※
研
修
室
入
室
時
お
よ

び
入
館
時
・
退
館
時
（
遊
学
館
１
階
総
合

受
付
へ
）
の
駐
車
券
提
示
が
必
要
で
す
。

【
山
形
大
学
公
開
講
座
開
講
に
つ
い
て
】

　

①
山
形
大
学
人
文
社
会
科
学
部
事
務
室

（
☎
６
２
８
‐
４
２
０
３
）　
②
９
月
21
日・

　
28
日
・
10
月
５
日
・
12
日
・
19
日
（
い
ず

れ
も
木
曜
日
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
10

分　
③
山
形
大
学
人
文
社
会
科
学
部　
④

「
自
由
貿
易
と
海
外
進
出
︱
法
律
・
経
済
・

経
営
の
視
点
か
ら
」　

⑤
一
般
、
高
校
生
、

大
学
生　
⑥
２
０
０
０
円
（
大
学
生
、
高

校
生
は
無
料
）　

⑦
申
込
期
間
…
８
月
21

日
（
月
）
～
９
月
15
日
（
金
）
ま
で
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【�

山
形
県
が
正
社
員
を
目
指
す
方
を
応
援
し

ま
す
！
】

　

①
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
株
式
会
社
（
☎

６
３
３
‐
５
６
０
８
）　

②
８
月
22
日

（
火
）午
前
10
時
～（
所
要
時
間
90
分
程
度
）

　
③
山
形
市
民
会
館　
④
山
形
県
内
で
正
社

員
を
希
望
す
る
求
職
活
動
中
の
非
正
規
労

働
者
・
求
職
者
を
対
象
に
研
修
や
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
、
職
場

定
着
支
援
ま
で
を
一
体
的
支
援
を
実
施
す

る
山
形
県
の
事
業
で
す
。　
⑤
45
歳
未
満

の
求
職
活
動
中
の
非
正
規
労
働
者
・
求
職

者　
⑥
無
料　
⑦
電
話
予
約　
⑧
当
日
都

合
が
合
わ
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【�

中
山
町
カ
ブ
ト
虫
ハ
ウ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　
①
西
塔
事
務
所
（
☎
６
６
２
‐
５
４
６
５
）

　
※
夕
方
５
時
以
降
・
土
日
・
祝
日
は
西
塔

宅
（
☎
６
６
２
‐
４
６
２
６
）　
②
９
月

中
旬
ま
で
午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
土

日
・
祝
日
、
夕
方
以
降
で
も
ご
希
望
が

あ
れ
ば
受
け
付
け
ま
す
）。　
③
東
村
山

郡
中
山
町
柳
沢
３
７
５
‐
２　
④
今
年
も

た
く
さ
ん
の
カ
ブ
ト
虫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

飛
び
回
っ
た
り
、
エ
サ
を
取
り
合
っ
て
ケ

ン
カ
を
し
た
り
、
夢
中
に
な
っ
て
エ
サ
を

食
べ
た
り
し
て
あ
な
た
が
来
る
の
を
待
っ

て
い
ま
す
。
触
っ
た
り
、
手
に
持
っ
た
り

し
て
カ
ブ
ト
虫
と
触
れ
合
っ
て
ね
。　
⑥

無
料　
⑧
留
守
ま
た
は
カ
ブ
ト
虫
が
い
な

い
と
き
が
あ
る
の
で
、
お
電
話
の
上
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

「困ったときはお互いさま」
大規模災害被災者支援義援金募集について

　平成２９年７月２２日からの大雨により、秋田県南部を中心に広範囲にわたって床下浸水等の被害が
発生しました。このため、秋田県共同募金会から、義援金募集の申請要請がありました。受入口座
は以下のとおりです。義援金のみの受け付けとなりますのでご理解、ご協力よろしくお願いします。

（福）秋田県共同募金会による募金
●義援金の名称　　秋田県大雨災害義援金
●受付期間　　　　平成２９年８月３０日（水）まで
●義援金受入口座、口座番号等

※お問い合わせ先　（福）中山町社会福祉協議会　☎６６２ –４３６１

金融機関 口座番号 口座名義

秋
アキタギンコウ
田銀行　本

ホンテンエイギョウブ
店営業部 普通預金

９０２７５６ フク.アキタケンキョウドウボキンカイ
社会福祉法人秋田県共同募金会

北
ホクトギンコウ
都銀行　本

ホンテン
店 普通預金

３０４４１６

ゆうちょ銀行 ００１７０‐５‐６３４６９０
アキタケンキョウドウボキンカイアキタケン
オオアメサイガイギエンキン
秋田県共同募金会秋田県大雨災害義援金

※ゆうちょ銀行の窓口で振込み手続きをした場合は振込手数料が免除されます。
　上記以外の他銀行からの振込みやＡＴＭ、ネットバンキング等を利用した場合の手数料は有料です。

●現金書留による義援金の送付
　〒０１０－０９２２　秋田県秋田市旭北栄町１－５　秋田県社会福祉会館２階
　　　　　　　　　　　社会福祉法人秋田県共同募金会
※�あて名のところに「大雨災害義援金と明記してください」。なお、郵便料金は各自のご負担とな
ります。

●お問い合わせ先
　〒０１０－０９２２　秋田県秋田市旭北栄町１－５　秋田県社会福祉会館２階
　　　　　　　　　　　社会福祉法人秋田県共同募金会
　　　　　　　　　　　☎０１８－８６４－２８２１　ＦＡＸ０１８－８９５－７５１３
　　　　　　　　　　　Ｅメール　akita@akaihane-akita.or.jp

●�なお、当社会福祉協議会（山形県共同募金会中山町分会）でも義援金を受け付けます。詳しくは
お問い合わせください。
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

パパママ教室 ８/２4（木）
９：３０集合

保健福祉
センター
２階会議室

平成２９年１０月～１２月に出産予定の方（配偶者
も一緒に参加できます）。転入等で個人通知が
なかった方は至急健康福祉課健康づくりＧに
ご連絡ください。
●持ち物　母子手帳、筆記用具、エプロン、

米１人4０ｇ

乳 児 健 診

８/３０（水）
３か月児
１３：１０集合
１１か月児
１３：００集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成２８年９月・２９年５月生まれの子どもと前
回未受診の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、

交換用おむつ（１１か月児は歯ブラ
シも）

総 合 検 診

８/３１（木）
受付時間

７：4０～９：３０

保健福祉
センター
検診ホール

旭町、金沢地区の方
※送迎バス時刻
　東部地区多目的交流センター（旭町）７：２０、
　西部地区公民館（金沢）７：３５

９/ ６（水）
受付時間

７：4０～９：３０

保健福祉
センター
検診ホール

達磨寺、向新田、上町、桜町地区の方
※送迎バス時刻
　向新田公民館７：１５、達磨寺バス停（寒河江方面行）
　７：１８、達磨寺村社前７：２０、上町コミュニティ
　センター前７：２５、天国社駐車場前７：３０

・特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診を申し込まれた方。
・申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください。
●持ち物　問診票、採尿容器、採便容器、前年度または前々年度の特定健康診査

結果、検診料金。
　　　　　4０歳以上の方は、医療保険証を必ずお持ちください。
◆詳しくは、平成２９年度中山町健康診断実施のご案内をご覧ください（申し込ま
れた方に送付しています）。

食 生 活 改 善
養 成 講 習 会

９/ ５（火）
９：００集合

保健福祉
センター
２階会議室

各地区養成員の方
●内容　午前…①健康講話②年代別の食生活

／午後…暮らしの中の食品衛生
●持ち物　エプロン、バンダナ等、米８０ｇ、

筆記用具、テキスト
◆出欠の連絡を８月２８日（月）まで健康福祉
課健康づくりＧへご連絡ください。

夏の安全町民運動実施中
暑さによる「うっかり・ぼんやり運転」が原因となる交通事故が多発する時期です。
一人ひとりが気を引き締めて交通事故に遭わない、起こさないように十分注意しましょう。

〜交通事故防止に〜
●休息をしっかりとり余裕のある運転をしましょう。
●速度を控えて安全運転をしましょう。
●車間距離は十分にとりましょう。
●車に乗ったら全員シートベルト・チャイルドシートを着用しましょう。
●早め点灯とハイビームを積極的に活用しましょう。
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NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。
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４
月
か
ら
町
の
所
有
と
な
っ
た
「
柏
倉
九
左
衛
門
家
」
と
「
柏
倉
惣
右

衛
門
家
」
の
周
辺
に
は
、
各
家
を
取
り
囲
む
よ
う
に
総
延
長
１
，０
０
０
メ
ー

ト
ル
に
も
及
ぶ
黒
塀
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
左
衛
門
家
の
門
前

に
は
、
田
畑
を
潤
す
最
上
堰
が
流
れ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
と
豪
農
屋
敷

群
が
一
体
と
な
っ
た
美
し
い
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
美
し
い
ま
ち
な
み
が
、
山
形
県
の
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各
地
に
残
る
文
化
財
の
保
護
と
地
域
活

性
化
を
目
的
と
し
た
山
形
県
の
登
録
制
度
で
、
山
形
県
民
と
し
て
誇
れ
る

文
化
財
に
つ
い
て
地
域
で
守
り
、
活
用
し
、
そ
し
て
未
来
に
継
承
し
て
い

く
活
動
を
含
め
て
登
録
し
、
県
内
外
に
発
信
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

重
点
テ
ー
マ
で
あ
る
「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
、
自
然
的
特
性
、
歴
史
・

文
化
的
特
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
柏
倉

家
住
宅
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
新
た
に
設
立
し
た
「
黒
塀
の

ま
ち
な
み
保
存
活
用
協
議
会
」（
柴
崎
弘
美
会
長　

以
下
「
黒
塀
の
ま
ち

な
み
協
議
会
」）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
紙
は
、「
黒
塀
の
ま
ち
な
み
協
議
会
」
の
活
動
と
し
て
行
わ

れ
た
「
紅
花
ま
つ
り
」
の
中
で
７
月
１６
日
に
開
催
さ
れ
た
「
紅
花
写
真
撮

影
会
」
の
様
子
で
す
。
歴
史
を
感
じ
る
九
左
衛
門
家
を
背
景
に
、
協
議
会

の
構
成
団
体
で
あ
る
「
中
山
紅
花
保
存
会
」（
東
海
林
弘
夫
会
長
）
の
皆

さ
ん
が
丹
精
込
め
て
咲
か
せ
た
鮮
や
か
な
紅
花
と
素
敵
な
モ
デ
ル
さ
ん
を

最
上
川
が
運
ん
だ
文
化
と
黒
塀
の
豪
農
屋
敷
群

「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
に
登
録

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

黒塀のまちなみを上空から撮影したもの（柏倉九左衛門家住宅部分を中心に）

この登録を機に、地域活
性化や新たな交流の拡大
が期待されます

撮
ろ
う
と
多
く
の

ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ

ラ
マ
ン
が
訪
れ
ま

し
た
。
九
左
衛
門

家
周
辺
を
発
信
地

と
し
て
、
こ
れ
か

ら
新
た
な
交
流
活

動
が
始
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

29.8.15 20

広報なかやま


	P01
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	P10
	P11-削除版
	P11-通常版
	P12
	P13
	P14
	P15
	P16
	P17
	P18
	P19
	P20

